
 

 
 

■Make Aichi Great 予算  

日本の成長エンジン愛知を元気に偉大に・・・新規事業等のポイント 
一般会計当初予算の歳出は、義務的経費が(人件費 134 億円増・

扶助費 127 億円増・公債費 69 億円減) 191 億円増の 1 兆 3,644 億

円、ステーションＡｉ、新体育館などが竣工した投資的経費 

は 88 億円減の 3,460 億

円、その他経費は 1,360

億円増で 1 兆 2,308 億

円です。(以下は新規事業等(12 は東

三河の振興)の超抜粋) 

 

 
 

 

●愛知万博 20 周年記念事業「愛・地球博 20 祭」愛・地

球博記念公園で、特別展示や地球大交流フェスタ、54

市町村の食・産業など愛知の多彩な魅力を発信し、その 

意義や成果を未来を担う若者世代に繋げます。メインテーマはつなぐ 未来（あした）へとして開催に 11.81 億円 

●スタートアップを起爆剤にエコシステムの形成 STATION Ai プロジェクトに基づきスタートアップとモノづ

くりによるイノベーションを誘発しエコシステムを形成に 19.62 億円 

●IG アリーナ(愛知国際アリーナ)がオープン！ 2026 年のアジパラ

に向け世界トップレベルのグローバルアリーナが 7 月にグランドオ

ープン、こけら落としは 13 日初日の大相撲名古屋場所に 18 億円 
 

《人を呼び込むための社会インフラ整備と仕掛けづくり…5億円》 

●中部国際空港の将来構想の実現 航空需要への対応や現滑走路の大規

模修繕に向け 2 段階の整備で滑走路処理容量を 1.5 倍に 3.06 億円 
 

《国際イノベーション都市あいちへの飛躍…8億円》 

●ツーリズム EXPOジャパン 2025愛知・中部北陸  

9 月 25 日～28 日に本県で初めて開催される世

界最大級の旅の祭典の成功に向け 1.07 億円 

●SDGｓ達成に向けた取り組みを加速 今秋の SDGs 

子ども・ユースフェア（仮称）～アジアの環境のた

めに～では特別展などのほか 0.46 億円    

《アジア・アジアパラ競技大会の推進…285＋51億円》 

 2026 年に愛知・名古屋で開催される両競技大会に向け、アジア・フ

レンドシップ推進事業や宿泊施設バリアフリー整備事業、愛知・名古

屋アジア・アジパラ競技開会組織委員会負担金などに 336.9 億円 
 

《未来をつくるプロジェクトの推進…53億円》 

●脱炭素プロジェクトの推進 地産地消 SAF サプライチェーン構築や

ペロブスカイト太陽電池(軽い・曲げられる)普及拡大などに 1.38 億円 

●中小建設業における DX の推進 働き方改革や生産性の向上を図るためデジタル化を進めようとする中小建

設業に啓発事業の実施やシステム導入補助(県発注の工事受注者、     1/2、上限 50 万円)などに 0.12 億円 
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来年のはだか祭は 3月 1日日曜日です 

 

【令和７年度当初予算規模】    伸率(％)  
一般会計 2兆 9,413億余円 105.2 

特別会計 1兆 2,682億余円  97.5 

企業会計    2,349億余円 105.5 
合 計   4兆 4,444億余円 102.3 

 

 
 
 
 
 
 
 
ＩＧアリーナ(愛知国際アリーナ)が 7月 OPEN！ 
 

 
 
 
 
 
 
  
音楽イベントなど世界に誇るスマートアリーナ 

【月毎のテーマで週末中心にイベント実施】  

3・4月 フラワーピクニック 
4・5月 遊びと学びの体験フィールド 
5月 集まれ！あいちの魅力博 
6月 全員集合！地球まもり隊 
7月 地球大交流フェスタ 

8月 
地球を愛する学園祭・ナイトフ
ァンタジー・エンジョイサマー 

9月 サスティナブル芸術祭 
 

第 20 回アジア競技大会の大会スローガンとマスコット「ホノ

ホン」(上と左)と第 5回アジアパラ競技大会の「ウズミン」です 
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あいち民主県議団  2502 

 Ⅰ愛知発のイノベーション＆成長戦略  
 

《新時代を担う人材の発掘・育成…66億円》 



●カスタマーハラスメント防止 専用 Web サイトやポスタ 

ー等によるカスハラ防止の周知啓発の実施に 0.11 億円 

●市町村と連携した人口問題対策 農林水産業の振興や地域交通

の確保、空き家の活用などに 3.88 億円 

●結婚支援 婚活イベント等に 0.58 億円 
 

 Ⅱ2025年度当初予算体系  

１．「リニア大交流圏」の形成…2,747 億円 

スタートアップを活用して市町村のまちづくりを支援【0.69 億円】  

２．産業首都あいち…2,720億円  

既往の保証付借入金の借款に特化したサポート資金の創設や

BCP※策定支援など中小・小規模の企業力強化等【1,829 億円】  

３．農林水産業の振興…594億円  

あいち農業イノベーションプロジェクトや水田有機農業省力化

推進、スマート農業推進など農業生産力の向上【11.42 億円】  

４．次代を創る教育・人づくり…5,726 億円  

稲沢緑風館高等学校整備(26 年度供用開始、2.87 億円)や中高

一貫校の整備など県立高校の魅力化と再編を推進【82 億円】  

５．安心と支え合いの福祉・社会づくり…9,804億円  

いなざわ特別支援学校整備(26 年 4 月供用開始予

定、17 億円)など特別支援教育を充実【73 億円】  

６．安心できる医療体制の構築…1,015億円  

保護犬・猫の譲渡の施設整備基本構想調査【0.19 億円】  

７．誰もが活躍できる社会づくり…90億円 

技能五輪全国大会(10/17～20)・全国アビリンピック(10/17～

19)の開催と技能五輪国際大会への取組【4.52 億円】  

８．あいちのグローバル展開…14億円 

友好提携 45 周年記念事業によりオーストラリア・ 

ビクトリア州、中国・江蘇省との友好交流を推進【0.40 億円】  

９．選ばれる魅力的な地域づくり…574億円 

灰と薔薇のあいまにをテーマに国際芸術祭愛知 2025 を芸文等

で 9/13~11/30 に開催【11.37 億円】 来年 1 月の大河ドラ

マ豊臣兄弟！などによる観光客誘致【1.31 億円】  

１０．安全・安心なあいち…2,882億円 

ペット同行避難対策推進マニュアルなど災害時に人とペットが

共生できる愛知の実現【0.14 億円】 消防フェスティバルの開

催など消防団の加入促進【0.18 億円】 

(0.98 億円)など警察署整備費【54 億円】  

１１．環境首都あいちの推進…88億円 

住宅用地球温暖化対策設備導入促進や再生可能エネルギー設備

導入支援など地球温暖化対策の取組推進【9.33 億円】  

13地方分権・行財政改革の推進…1兆 3,776億円 

参議院選挙執行【39.49 億円（うち市町村交付 

金 30.58億円）】戦争に関する資料

館設立 10 周年(戦後 80 年)事 

業等【0.1 億円】 

 

 

 

●産業首都あいち 

【商店街の活性化を強力に推進 2.89億円】 

商店街担い手育成事業や市町村と連携し商店街

の活性化に取組むげんき商店街推進事業等 

【2月補正：プレミアム商品券発行支援に 7.07億円】 

【次世代産業の育成・振興を推進 20.3億円】 

航空宇宙、自動車、ロボット、次世代バッテリー、

デジタルアイランド、知の拠点重点研究を推進 

●次代を創る教育・人づくり 

【多様なニースに対応 0.83億円】 

フレキシブルハイスクール（佐屋高校等）設置等 

【ICT活用の推進体制を強化 212億円】 

県立高等のデジタル採点システムや公立学校情報

機器整備基金による市町村の端末更新を支援等 

【児童・生徒の心のサポート体制を充実11.39億円】 

【私学助成 737億円】 

ICT 教育設置整備の対象学種に幼稚園を追加な

ど保護者の負担軽減・教育条件の維持向上 

●安心と支え合いの福祉・社会づくり 

【子どもの貧困対策を推進 84.46億円】 

子ども食堂物品等更新費補助や住居支援事業等 

【介護人材の確保対策を推進 15.51億円】 

訪問介護サービス提供体制確保支援事業費補助

金や介護テクノロジー導入支援等 

●安心できる医療体制の構築 

【感染症対策を推進 1.71 億円】 

サージカルマスクなど個人防護具の備蓄や罹患

後症状者に対する支援により感染症対策を推進 

●誰もが活躍できる社会づくり 

【中小企業の外国人材確保を支援 0.78億円】 

外国人材サポートセンターの設置運営や海外オ

ンライン合同企業説明会の開催等 

●選ばれる魅力的な地域づくり 

【スポーツ大会を生かした地域振興 2.29億円】 

12月の ISUグランプリファイナル国際フィギュアス

ケート競技大会 2025開催や 10月～11月の第 79

回全国レクリエーション大会開催等 

【地産地消やブランド力強化で需要拡大 1.54億円】 

公開講座等による有機農業への転換支援やいい

ともあいち魅力向上推進、輸出拡大戦略事業等 

●安全・安心なあいち 

【大規模地震災害への備えを強化 3億円】 

令和 6 年能登半島地震を踏まえ被災者支援緊急

パッケージの新設や既存補助事業の拡充等 

【多発事故防止・ヘルメットの着用促進 1.07億円】 

ハンド・アップ運動や自転車安全利用促進等 

●環境首都あいちの推進 

【生物多様生保全の取組推進 0.26  

億円】企業におけるネイチャーポジ 
ティブ経済※への移行促
進のセミナーなど生物
多様性 SDGｓ推進等  

※Business Continuity Planの略で企業などが自然災害など緊急事

態が発生した際、重要な事業を継続、早期復旧させるための計画 

 

STEP21

すてっぷ動物病院副院長                     の娘が第一子を無事に出産！欧米で

は無痛分娩は普通に選択されるそうですが、大変な出産・子育て、少しでも産み育てやすい環境整備を進め

て赤ちゃんの笑顔を増やしたいです。未来へつづくまちづくりへ一生懸命働きます。愛知県議会議員 鈴木じゅん 

矢合の杜梅祭り 2月 23日 いなざわ梅まつり 3月 1、2日の土日 愛知県植木センターにて開催 

 

2024のポスターから➡ 

 

※ネイチャーポジティブ経済：バリューチェーンにおける企業の負荷の最小化と製品・サービスを通じた自然への貢献の最大化が図られ、そうした企業の取組が消費者等の評価を得ることにより自然への配慮が評価され資金の流れの変革等がなされた経済  

 

 


